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◆二酸化炭素などの温室効果ガスの排出削減は，地
球規模での喫緊の重要課題となっており，昨年発足
した新政権では1990年比で25％という大きな削減目
標を掲げました．各種産業界では大きな波紋を呼び，
原子力発電や自然エネルギーの利用が再検討される
と共に，一部実用化されている電気モーターを用い
たハイブリッド車，電気自動車などの開発と実用化が
急がれています．経済産業省では，次世代自動車の
割合を10年後には最大50％，20年後には70％にま
で引き上げることを目指しています．これらにはリチ
ウムイオン電池などが使用され，今後産業界でのリチ
ウム需要は大きいと予測されます．
◆ このようにリチウム資源はハイテク産業に不可欠
なレアメタルの一つであり，近年注目を集めている金
属の一つです．今月号は，6月に開催される資源地質
学会のシンポジウム「リチウム・トリウム－資源とその
利用－」にあわせ，リチウムやレアメタルの特集を組ん
でいます．お忙しい中，原稿を寄稿して下さった著者
の皆さんや，とりまとめをして下さった石原顧問・高木
氏に御礼申し上げます．
◆ レアメタルの安定供給確保は重要で，それに向け
た日本の取り組みを高木氏に解説して頂きました．
◆ 先月放映されたNHKスペシャル「自動車革命」で
は，電気自動車に搭載されるリチウムイオン電池の世
界標準を確立した国が世界を制すると表現しており，
リチウム電池の開発と実用化は日本の産業・経済に
とって急務です．一方，過去に起きたようなリチウム
イオン電池のリコールによる損失は甚大で，高性能且
つ熱安定の高い安全な電池が期待されています．そ
こで，栄部氏には産総研におけるリチウム電池の開

発の現状について紹介して頂きました．
◆ 西尾氏からはリチウム同位体を利用した地殻流体
地球化学について，村上氏からは地球化学的な視点
からのリチウム資源について，石原氏からは花崗岩の
岩石学的視点から見たリチウムの挙動とペグマタイト
について，それぞれ紹介して頂きました．
◆ リチウムの最大の産地は南米のチリで，塩湖とし
てはチリのアタカマ湖やボリビアのウユニ湖が著名で
す．そのアタカマ湖のリチウム資源と地質学的な解説
を小島氏が，そこでのリチウム採取の模様を金井が，
また，ウユニ湖の地質学的な解説とリチウムの濃集
機構について村上氏ほかが紹介しています．
◆ 地球における水の97％以上を海水が占めていま
すので，海水中のリチウム濃度が低くても莫大な量が
存在しています．工業技術院時代から海水リチウム
回収研究に係わってこられた大井氏から，この海水や
かん水などからリチウムを吸着回収する技術の現状
と課題について紹介して頂きました．
◆レアメタルも近代産業には不可欠で，エネルギー基
本計画素案では自給率を2030年までに50％以上と
いう目標を掲げ，「都市鉱山」の有効活用が今後の課
題となっていますが，石原・村上両氏はインジウム資
源の現状と鉱床について解説して下さいました．
◆環境を考慮した低炭素エネルギー源には電池等の
他に原子力もあります．亀井氏はこれまで原子力発
電に利用されてこなかったトリウムに着目し，産業間
の枠組みと協力体制を作る新たなエネルギーモデル
を政策提案しています．じっくりお読み下さい．
◆ 今月は多彩な記事が満載ですが，楽しめましたで
しょうか．来月も特集号の予定です． （金井　豊）


